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第 1 期

（決算日 2015年 9 月24日）

受益者のみなさまへ
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
さて、「ダイワ日本株式ベア・ファンド
－ベアシフト11－」は、このたび、第 1期の
決算を行ないました。
ここに、期中の運用状況をご報告申し上げ
ます。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。

ダイワ日本株式ベア・ファンド
－ベアシフト11－

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式／特殊型（ブル・ベア型）
信 託 期 間 約 4年 8カ月間（2015年 1 月16日～2019年 9 月19日）

運 用 方 針
日々の基準価額の値動きが日経平均株価の値動きと
おおむね逆となることをめざして運用を行ないま
す。

主 要
投 資 対 象

ベビーファンド
イ．わが国の株価指数先物取引
ロ�．ダイワ・マネーアセット・マザー
ファンドの受益証券

ハ．わが国の債券等
ダイワ・マネー
アセット・
マザーファンド

円建ての債券

ベ ビ ー
ファンドの
運 用 方 法

①主として、わが国の株価指数先物取引を売り建て
るとともに、マザーファンドの受益証券および残存
期間の短いわが国の債券に投資します。
②株価指数先物取引の売建玉の時価総額の合計額
が、原則として、信託財産の純資産総額と同程度に
なるように調整することにより、日々の基準価額の
値動きが日経平均株価の値動きとおおむね逆となる
ことをめざします。
③追加設定、解約がある場合、設定金額と解約金額
の差額分に対して、既存受益者と新規受益者の公平
性を維持するために、原則として、当日中に株価指
数先物取引を売建てもしくは買戻しするものとしま
す。この結果、株価指数先物取引の売建玉の時価総
額の合計額が、信託財産の純資産総額と同程度にな
らないことがあります。
④上記①～③にかかわらず、基準価額（ 1万口当
り。既払分配金を加算しません。）が一度でも
11, 000円を超えた場合、マザーファンドの受益証券
およびわが国の債券等による安定運用に順次切り替
えを行ないます。

マ ザ ー
ファンドの
運 用 方 法

円建財産への投資に当たっては、残存期間が 1年未
満、取得時においてＡ－ 2格相当以上の債券および
コマーシャル・ペーパーに投資することを基本とし
ます。

組 入 制 限

ベ ビ ー フ ァ ン ド の
マザーファンド組入上限比率 無制限
ベ ビ ー フ ァ ン ド の
株 式 組 入 上 限 比 率 無制限
マ ザ ー フ ァ ン ド の
株 式 組 入 上 限 比 率 純資産総額の10％以下

分 配 方 針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益
（評価益を含みます。）等とし、原則として、信託
財産の成長に資することを目的に、配当等収益の中
から基準価額の水準等を勘案して分配金額を決定し
ます。ただし、配当等収益が少額の場合には、分配
を行なわないことがあります。

当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行ないます。
ファミリーファンド方式とは、受益者からの資金をまとめてベ
ビーファンド（当ファンド）とし、その資金を主としてマザー
ファンドの受益証券に投資して、実質的な運用をマザーファンド
で行なう仕組みです。
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設定以来の運用実績

決　　算　　期
基 準 価 額 日 経 平 均 株 価

株　　式
組入比率

株　　式
先物比率

公 社 債
組入比率

純資産
総　額税込み

分配金
期　中
騰落率 （参考指数） 期　中

騰落率
円 円 ％ 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

1期末（2015年 9 月24日） 9, 089 0 △� 9. 1 17, 571. 83 2. 7 ― △�98. 7 29. 1 132 
（注 1）株式先物比率は買建比率－売建比率です。
（注 2）公社債組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 3）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。
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■基準価額・騰落率
設定時：10, 000円　
期　末： 9, 089円
騰落率：△9. 1％

■基準価額の主な変動要因
日々の基準価額の値動きが日経平均株価の値動きとおおむね逆となるような運用を行なった結果、
日経平均株価が上昇したことを受け、基準価額は値下がりしました。

《運用経過》
基準価額等の推移について

流　用
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年　　月　　日
基　 準　 価 　額 日 経 平 均 株 価 株　　式

組入比率
株　　式
先物比率

公 社 債
組入比率騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率

円 ％（1/15）� 円 ％ ％ ％ ％
（設定）2015年 1 月16日 10, 000 ― 17, 108. 70 ― ― ― ―

1月末 9, 494 △� 5. 1 17, 674. 39 3. 3 ― △�100. 5 45. 8
2 月末 8, 833 △�11. 7 18, 797. 94 9. 9 ― △�100. 8 50. 2
3 月末 8, 586 △�14. 1 19, 206. 99 12. 3 ― △� 99. 7 34. 2
4 月末 8, 436 △�15. 6 19, 520. 01 14. 1 ― △� 99. 9 41. 3
5 月末 7, 995 △�20. 1 20, 563. 15 20. 2 ― △�100. 5 45. 2
6 月末 8, 089 △�19. 1 20, 235. 73 18. 3 ― △� 99. 4 42. 3
7 月末 7, 926 △�20. 7 20, 585. 24 20. 3 ― △� 99. 6 37. 0
8 月末 8, 563 △�14. 4 18, 890. 48 10. 4 ― △� 99. 5 37. 7

（期末）2015年 9 月24日 9, 089 △� 9. 1 17, 571. 83 2. 7 ― △� 98. 7 29. 1
（注）騰落率は設定比。
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投資環境について

○国内株式市況
国内株式市況は、設定時より、ＥＣＢ（欧州中央銀行）による量的金融緩和の導入や国内景気の持
ち直し、良好な株式需給関係、円安の進行などを受けて、大きく上昇しました。2015年 6 月からは、
ギリシャ支援協議の難航によりギリシャのデフォルト（債務不履行）懸念が一時高まったことや、中
国株の急落を受け中国経済への不安が高まったこと、さらには世界経済減速懸念も台頭したことから
日本株も一時急落するなど、不安定な推移となりました。

ポートフォリオについて

○当ファンド
日経平均株価先物取引の売建玉の時価総額の合計額が、純資産総額とおおむね同程度になるように
調整しました。また、ダイワ・マネーアセット・マザーファンドの受益証券に投資し、おおむね50～
70％程度の組入れを維持しました。
○ダイワ・マネーアセット・マザーファンド

資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短期金融資産への投資により、安定
的な運用を行ないました。

流　用
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ベンチマークとの差異について

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。

（％）
4. 0
2. 0
0. 0

-2. 0
-4. 0
-6. 0
-8. 0

-10. 0
当　期

（2015. 1. 16～2015. 9. 24）

基準価額
日経平均株価

分配金について

当期は、経費控除後の配当等収益が計上できなかったため、収益の分配は見送らせていただきまし
た。

なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。
■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当 期

2015年 1 月16日
～2015年 9 月24日

当期分配金（税込み） （円） ― 
対基準価額比率 （％） ―
当期の収益 （円） ―
当期の収益以外 （円） ―

翌期繰越分配対象額 （円） 0 
（注 1 ） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2 ） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3 ） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

流　用
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1 万口当りの費用の明細

項　　　目
当　　期

項　　目　　の　　概　　要（2015. 1. 16～2015. 9. 24）
金　　額 比　　率

信託報酬  35円 0. 414％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　期中の平均基準価額は8, 502円です。

（投信会社）  （17）  （0. 197） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価
額の計算、目論見書・運用報告書の作成等の対価

（販売会社）  （16）  （0. 186） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受託銀行）  （3）  （0. 030） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  40   0. 470  売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（先物）  （40）  （0. 470） 

有価証券取引税  ― ― 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

その他費用  0   0. 003  その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
（監査費用）  （0）  （0. 003） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
合　　　計  75   0. 887  

（注 1 ） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出し
た結果です。なお、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額の
うち、このファンドに対応するものを含みます。   

（注 2 ）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。   
（注 3 ）比率欄は 1 万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。   

流　用
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《今後の運用方針》
○当ファンド

引続き、当ファンドの運用の基本方針に従い、日経平均株価先物取引の売建玉の時価総額の合計額
が、原則として信託財産の純資産総額とおおむね同程度になるように調整することにより、日々の基
準価額の値動きがわが国の株式市場の値動きとおおむね逆となることをめざした運用を継続してまい
ります。
○ダイワ・マネーアセット・マザーファンド

資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短期金融資産への投資により、安定
的な運用を行ないます。
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管理、購入後の情報提供等の対価

（受託銀行）  （3）  （0. 030） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  40   0. 470  売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（先物）  （40）  （0. 470） 

有価証券取引税  ― ― 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

その他費用  0   0. 003  その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
（監査費用）  （0）  （0. 003） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
合　　　計  75   0. 887  

（注 1 ） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出し
た結果です。なお、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額の
うち、このファンドに対応するものを含みます。   

（注 2 ）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。   
（注 3 ）比率欄は 1 万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。   

流　用
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ダイワ日本株式ベア・ファンド－ベアシフト11－

《今後の運用方針》
○当ファンド

引続き、当ファンドの運用の基本方針に従い、日経平均株価先物取引の売建玉の時価総額の合計額
が、原則として信託財産の純資産総額とおおむね同程度になるように調整することにより、日々の基
準価額の値動きがわが国の株式市場の値動きとおおむね逆となることをめざした運用を継続してまい
ります。

○ダイワ・マネーアセット・マザーファンド
資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短期金融資産への投資により、安定

的な運用を行ないます。

流　用
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ダイワ日本株式ベア・ファンド－ベアシフト11－

■利害関係人との取引状況
（1）ベビーファンドにおける期中の利害関係人との取引状

況
当期中における利害関係人との取引はありません。

■売買および取引の状況
親投資信託受益証券の設定・解約状況

（2015年 1 月16日から2015年 9 月24日まで）
設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額

ダイワ・マネー
アセット・
マザーファンド

千口 千円 千口 千円

91, 834 92, 000 19, 964 20, 000 

（注）単位未満は切捨て。

（2）ダイワ・マネーアセット・マザーファンドにおける期
中の利害関係人との取引状況

（2015年 1 月16日から2015年 9 月24日まで）
決 算 期 当 期

区　　分 買付額等
A

う ち 利 害
関係人との
取引状況 B

B/A 売付額等
C

う ち 利 害
関係人との
取引状況D

D/C

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
公社債 22, 599 2, 000 8. 8 ― ― ― 
コール・ローン 715, 352 ― ― ― ― ― 
（注）平均保有割合0. 6％
※�平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビーファン
ドのマザーファンド所有口数の割合。

（3）期中の売買委託手数料総額に対する利害関係人への支
払比率

　当期中における売買委託手数料の利害関係人への支
払いはありません。

※�利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第 1項に規定される
利害関係人であり、当期における当ファンドに係る利害関係人とは、大和証券で
す。

■投信会社（自社）による当ファンドの設定・解約およ
び保有状況

設定時保有額 期中設定額 期中解約額 期末保有額 取引の理由
百万円 百万円 百万円 百万円

50 ― 49 1 当初設定時におけ
る取得とその処分

（注 1）金額は元本ベース。
（注 2）単位未満切捨て。

■先物・オプション取引状況等
先物取引の銘柄別取引状況・残高状況

（2015年 1 月16日から2015年 9 月24日まで）

銘 柄 別 買　　　　建 売　　　　建 期　　末　　評　　価　　額
新規買付額 決 済 額 新規売付額 決 済 額 買 建 額 売 建 額 評価損益

国 

内
株 

式
日経平均

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円
― ― 50 54 ― ― ―

ミニ日経平均 ― ― 652 520 ― 130 △0
（注）単位未満は切捨て。
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ダイワ日本株式ベア・ファンド－ベアシフト11－

■組入資産明細表
親投資信託残高

種 類 当　　　期　　　末
口　　数 評 価 額

千口 千円
ダイワ・マネーアセット・
マザーファンド 71, 870 72, 007 

（注）単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2015年 9 月24日現在

項　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
ダイワ・マネーアセット・
マザーファンド 72, 007 54. 0 

コール・ローン等、その他 61, 390 46. 0 
投資信託財産総額 133, 397 100. 0 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2015年 9 月24日現在

項　　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 133, 210, 187円

コール・ローン等 48, 755, 899  
ダイワ・マネーアセット・
マザーファンド（評価額） 72, 007, 188  

差入委託証拠金 12, 447, 100  
（Ｂ）負債 629, 198  

未払金 486, 243  
未払信託報酬 141, 701  
その他未払費用 1, 254  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 132, 580, 989  
元本 145, 875, 935  
次期繰越損益金 △� 13, 294, 946  

（Ｄ）受益権総口数 145, 875, 935口
１ 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 9, 089円

＊�設定時における元本額は50, 000, 000円、当期中における追加設定元本額は
144, 875, 935円、同解約元本額は49, 000, 000円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は9, 089円です。
＊当期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は13, 294, 946円です。

■損益の状況
当期　自2015年 1 月16日　至2015年 9 月24日

項 目 当 期
（Ａ）配当等収益 15, 069円

受取利息 15, 069
（Ｂ）有価証券売買損益 7, 188

売買益 7, 188
（Ｃ）先物取引等損益 △� 1, 204, 093

取引益 18, 790, 517
取引損 △� 19, 994, 610

（Ｄ）信託報酬等 △� 454, 726
（Ｅ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） △� 1, 636, 562
（Ｆ）追加信託差損益金 △� 11, 658, 384

（配当等相当額） （� 480）
（売買損益相当額） （△� 11, 658, 864）

（Ｇ）合計（Ｅ＋Ｆ） △� 13, 294, 946
次期繰越損益金（Ｇ） △� 13, 294, 946
追加信託差損益金 △� 11, 658, 384
（配当等相当額） （� 480）
（売買損益相当額） （△� 11, 658, 864）
繰越損益金 △� 1, 636, 562

（注 1）�信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 2）�追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 3）収益分配金の計算過程は「収益分配金の計算過程（総額）」の表を参照。

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 当 期

（ａ）経費控除後の配当等収益  0円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  0
（ｃ）収益調整金 480
（ｄ）分配準備積立金  0
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 480
（ｆ）分配金  0
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 480
（ｈ）受益権総口数 145, 875, 935口
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ダイワ・マネーアセット・マザーファンド

■組入資産明細表
下記は、2015年 9 月24日現在におけるダイワ・マネーアセット・マザーファンド（10, 064, 394千口）の内容です。

＜補足情報＞
当ファンド（ダイワ日本株式ベア・ファンド－ベアシフト11－）が投資対象としている「ダイワ・マネーアセット・
マザーファンド」の決算日（2014年12月 9 日）と、当ファンドの決算日が異なっておりますので、当ファンドの決算日
（2015年 9 月24日）現在におけるダイワ・マネーアセット・マザーファンドの組入資産の内容等を10ページに併せて掲
載いたしました。

■ダイワ・マネーアセット・マザーファンドの主要な売買銘柄
公　 社　 債

（2015年 1 月16日から2015年 9 月24日まで）
買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付

銘 柄 金 額 銘 柄 金 額
千円 千円

491 国庫短期証券  2015/5/14 1, 999, 998 
540 国庫短期証券  2015/9/24 1, 699, 999 
555 国庫短期証券  2015/12/7 1, 500, 000 
541 国庫短期証券  2015/9/28 1, 499, 998 
532 国庫短期証券  2015/8/17 1, 499, 995 
514 国庫短期証券  2015/5/25 1, 499, 968 
521 国庫短期証券  2015/6/29 1, 499, 925 
508 国庫短期証券  2015/4/27 1, 000, 000 
536 国庫短期証券  2015/9/7 1, 000, 000 
548 国庫短期証券  2015/11/2 1, 000, 000 
（注 1）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 2）単位未満は切捨て。

（1）国内（邦貨建）公社債（種類別）
2015年 9 月24日現在

区 分 額　面　金　額 評 価 額 組入比率
うちＢＢ格
以 下 組 入
比 率

残 存 期 間 別 組 入 比 率
5年以上 2年以上 2年未満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％
国債証券 5, 400, 000 5, 399, 999 53. 6 ― ― ― 53. 6 

（注 1）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注 2）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。

（2）国内（邦貨建）公社債（銘柄別）
2015年 9 月24日現在

区 分 銘 柄 年 利 率 額 面 金 額 評 価 額 償 還 年 月 日
％ 千円 千円

国債証券 541 国庫短期証券 ― 1, 500, 000 1, 499, 999 2015/09/28 
548 国庫短期証券 ― 1, 000, 000 1, 000, 000 2015/11/02 
550 国庫短期証券 ― 400, 000 400, 000 2015/11/09 
554 国庫短期証券 ― 1, 000, 000 1, 000, 000 2015/11/30 
555 国庫短期証券 ― 1, 500, 000 1, 500, 000 2015/12/07 

合　　計
銘  柄  数 5銘柄 
金　　 額 5, 400, 000 5, 399, 999 

（注）単位未満は切捨て。
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ダイワ・マネーアセット・マザーファンド

運用報告書　第 3期　（決算日　2014年12月 9 日）

（計算期間　₂₀₁₃年₁₂月₁₀日～₂₀₁₄年₁₂月 ₉ 日）

　ダイワ・マネーアセット・マザーファンドの第 ₃期にかかる運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。

運 用 方 針 安定した収益の確保をめざして安定運用を行ないます。
主要投資対象 円建ての債券

運 用 方 法
①円建ての債券を中心に投資し、安定した収益の確保をめざして安定運用を行ないます。
②円建資産への投資にあたっては、残存期間が ₁年未満、取得時においてＡ－ ₂格相当以上の
債券およびコマーシャル・ペーパーに投資することを基本とします。

株式組入制限 純資産総額の₁₀％以下

東京都千代田区丸の内一丁目 9番 1号
h t t p : / /www . d a iw a－am . c o . j p /

1

9253dam_.indb   1 2015/01/28   17:19:34
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ダイワ・マネーアセット・マザーファンド ダイワ・マネーアセット・マザーファンド

■投資信託財産の構成
₂₀₁₄年₁₂月 ₉ 日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
公    社    債 ₆, ₃₃₉, ₉₁₂ ₅₃. ₃ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等、 そ の 他 ₅, ₅₆₅, ₇₂₁ ₄₆. ₇ 

投 資 信 託 財 産 総 額 ₁₁, ₉₀₅, ₆₃₄ ₁₀₀. ₀ 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
₂₀₁₄年₁₂月 ₉ 日現在

項 目 当 期 末
（Ａ）資 産 11, 90₅, ₆34, 22₅円

コ ー ル  ・ ロ ー ン 等 ₅, ₅₆₅, ₇₂₁, ₈₂₉  
公 社 債（評価額） ₆, ₃₃₉, ₉₁₂, ₃₉₆  

（Ｂ）負 債 ―  
（Ｃ）純 資 産 総 額（Ａ－Ｂ） 11, 90₅, ₆34, 22₅  

元 本 ₁₁, ₈₈₄, ₉₉₃, ₄₆₃  
次 期 繰 越 損 益 金 ₂₀, ₆₄₀, ₇₆₂  

（Ｄ）受益権総口数 11, ₈₈4, 993, 4₆3口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 10, 01₇円

＊ 期首における元本額は₇, ₅₅₅, ₇₉₈, ₉₄₂円、当期中における追加設定元本額は
₇, ₂₇₀, ₆₆₅, ₀₄₄円、同解約元本額は₂, ₉₄₁, ₄₇₀, ₅₂₃円です。

＊ 当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額は、ダイ
ワ・グローバル高利回りＣＢファンドⅡ　為替ヘッジあり₄, ₉₉₈, ₄₉₅円、ダイ
ワ・グローバル高利回りＣＢファンドⅡ　為替ヘッジなし₂, ₄₉₉, ₂₄₇円、ダイ
ワ・グローバル・ハイブリッド証券ファンドⅡ（為替ヘッジあり）₉₉₉円、ダイ
ワ／ＮＢ・米国債券戦略ファンド　為替ヘッジあり（年 ₁ 回決算型）₄, ₉₉₅円、
ダイワ／ＮＢ・米国債券戦略ファンド　為替ヘッジなし（年 ₁ 回決算型）₄, ₉₉₅
円、世界ハイブリッド証券ファンド₂₀₁₄－₀₄（為替ヘッジあり／限定追加型）
₉₉₉円、世界ハイブリッド証券ファンド₂₀₁₄－₀₇（為替ヘッジあり／限定追加型）
₉₉₉円、世界ハイブリッド証券ファンド₂₀₁₄－₁₀（為替ヘッジあり／限定追加型）
₉₉₉円、ダイワ・オーストラリア高配当株ファンド・マネー・ポートフォリオ
₄₈, ₄₉₂, ₁₄₅円、ダイワ・スイス高配当株ツインα（毎月分配型）₂, ₉₉₆, ₁₀₆円、
ダイワ／ＮＢ・米国債券戦略ファンド　為替ヘッジあり（毎月分配型）
₂₉, ₉₈₈, ₀₀₅円、ダイワ／ＮＢ・米国債券戦略ファンド　為替ヘッジなし（毎月分
配型）₁, ₉₉₉, ₂₀₁円、通貨選択型ダイワ／ＮＢ・米国債券戦略ファンド　日本円
コース（毎月分配型）₁, ₀₀₂, ₁₉₅円、通貨選択型ダイワ／ＮＢ・米国債券戦略
ファンド　通貨セレクトコース（毎月分配型）₃, ₀₁₁, ₇₇₄円、ダイワ新興国ハイ
インカム・プラス　－インカムチェンジ（積立型）－ ₇, ₅₁₅, ₇₀₉円、ダイワ日本
株式インデックス・ファンド（限定追加型）－シフト₁₁－ ₄, ₆₉₄, ₅₂₆, ₁₁₄円、ダイ
ワ日本株式インデックス・ファンド（限定追加型）－シフト₁₂－ ₇, ₀₈₇, ₉₅₀, ₄₈₆
円です。

＊当期末の計算口数当りの純資産額は₁₀, ₀₁₇円です。

■主要な売買銘柄
公　 社　 債

（₂₀₁₃年₁₂月₁₀日から₂₀₁₄年₁₂月 ₉ 日まで）
当　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　付 売　　　　　　付
銘　　　　柄 金　額 銘　　　　柄 金　額

千円 千円
₄₉₆ 国庫短期証券  ₂₀₁₅/₃/₉ ₂, ₉₉₉, ₉₉₇ 
₄₈₆ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₁₂/₃ ₁, ₉₉₉, ₉₇₄ 
₄₇₆ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₁₂/₁ ₁, ₇₉₉, ₉₁₆ 
₄₉₀ 国庫短期証券  ₂₀₁₅/₂/₉ ₉₉₉, ₉₅₀ 
₄₉₂ 国庫短期証券  ₂₀₁₅/₂/₁₆ ₉₉₉, ₉₄₅ 
₄₉₃ 国庫短期証券  ₂₀₁₅/₂/₂₃ ₇₉₉, ₉₈₄ 
₄₇₃ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₁₁/₁₇ ₇₉₉, ₉₅₂ 
₄₇₅ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₁₁/₂₅ ₇₉₉, ₉₃₆ 
₄₅₄ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₈/₂₅ ₇₉₉, ₉₂₂ 
₄₃₄ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₆/₂ ₇₉₉, ₉₂₀ 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 ₂ ）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
（1）国内（邦貨建）公社債（種類別）

作成期 当　　　　　　　　　期　　　　　　　　　末

区　分 額面金額 評価額 組入比率
うちＢＢ
格 以 下
組入比率

残存期間別組入比率
₅ 年以上 ₂ 年以上 ₂ 年未満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％
国債証券 ₆, ₃₄₀, ₀₀₀ ₆, ₃₃₉, ₉₁₂ ₅₃. ₃ ― ― ― ₅₃. ₃ 
（注 ₁ ）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注 ₂ ）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。

（2）国内（邦貨建）公社債（銘柄別）
当　　　　　　　　　期　　　　　　　　　末

区　分 銘　　柄 年利率 額面金額 評価額 償還年月日
％ 千円 千円

国債証券 ₄₇₉ 国庫短期証券 ― ₃₄₀, ₀₀₀ ₃₃₉, ₉₉₉ ₂₀₁₄/₁₂/₁₅ 
₄₈₁ 国庫短期証券 ― ₂₀₀, ₀₀₀ ₁₉₉, ₉₉₉ ₂₀₁₄/₁₂/₂₂ 
₄₉₀ 国庫短期証券 ― ₁, ₀₀₀, ₀₀₀ ₉₉₉, ₉₆₅ ₂₀₁₅/₀₂/₀₉ 
₄₉₂ 国庫短期証券 ― ₁, ₀₀₀, ₀₀₀ ₉₉₉, ₉₆₁ ₂₀₁₅/₀₂/₁₆ 
₄₉₃ 国庫短期証券 ― ₈₀₀, ₀₀₀ ₇₉₉, ₉₈₈ ₂₀₁₅/₀₂/₂₃ 
₄₉₆ 国庫短期証券 ― ₃, ₀₀₀, ₀₀₀ ₂, ₉₉₉, ₉₉₇ ₂₀₁₅/₀₃/₀₉ 

合計 銘柄数 ₆銘柄 
金 額 ₆, ₃₄₀, ₀₀₀ ₆, ₃₃₉, ₉₁₂ 

（注）単位未満は切捨て。
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■当期中の基準価額の推移

年　 月　 日
基 　準 　価 　額 公 社 債

組入比率騰 落 率
円 ％ ％

（期首）₂₀₁₃年₁₂月 ₉ 日 ₁₀, ₀₁₃ ― ₆₄. ₆
₁₂月末 ₁₀, ₀₁₃ ₀. ₀ ₆₆. ₄

₂₀₁₄年 ₁ 月末 ₁₀, ₀₁₄ ₀. ₀ ₇₆. ₅
₂ 月末 ₁₀, ₀₁₄ ₀. ₀ ₇₇. ₇
₃ 月末 ₁₀, ₀₁₅ ₀. ₀ ₇₀. ₆
₄ 月末 ₁₀, ₀₁₅ ₀. ₀ ₇₂. ₅
₅ 月末 ₁₀, ₀₁₅ ₀. ₀ ₇₇. ₂
₆ 月末 ₁₀, ₀₁₆ ₀. ₀ ₆₆. ₁
₇ 月末 ₁₀, ₀₁₆ ₀. ₀ ₇₆. ₄
₈ 月末 ₁₀, ₀₁₇ ₀. ₀ ₈₀. ₂
₉ 月末 ₁₀, ₀₁₇ ₀. ₀ ₆₆. ₃
₁₀月末 ₁₀, ₀₁₇ ₀. ₀ ₆₆. ₆
₁₁月末 ₁₀, ₀₁₇ ₀. ₀ ₈₅. ₂

（期末）₂₀₁₄年₁₂月 ₉ 日 ₁₀, ₀₁₇ ₀. ₀ ₅₃. ₃
（注 ₁ ）騰落率は期首比。
（注 ₂ ） 公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除き

ます。
（注 ₃ ） 当ファンドは、安定した収益の確保をめざして安定運用を行なっており、ベ

ンチマークおよび参考指数はありません。

10, 020

10, 015

10, 010

10, 005

10, 000

（円）

期　首
（2013. 12. 9）

期　末
（2014. 12. 9）

基準価額

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】

期首：₁₀, ₀₁₃円　期末：₁₀, ₀₁₇円　騰落率：₀. ₀％
【基準価額の主な変動要因】

利息収入により、基準価額は値上がりしました。
◆投資環境について

期を通じて、日銀は金融市場調節の操作目標をマネタリーベースと
する量的・質的金融緩和政策を維持しました。また、₂₀₁₄年₁₀月末に
は追加金融緩和を実施し、長期国債を中心とする資産買い入れを一層
拡大しました。このような日銀の金融政策を背景に、短期金融市場で
はおおむね低位での金利水準が続き、無担保コール翌日物金利は
₀. ₀₆％台を中心に推移しました。国庫短期証券（ ₃ カ月物）の利回り
は₀. ₀₆％程度で始まりましたが、日銀の買い入れによる需給ひっ迫等
を背景に、△₀. ₀₁％程度まで低下して期末を迎えました。

◆前期における「今後の運用方針」
資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短

期金融資産への投資により、安定的な運用を行なってまいります。
◆ポートフォリオについて

短期の国債およびコール・ローン等の短期金融資産による安定運用
を行ないました。

◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークや参考

指数を設けておりません。

《今後の運用方針》
　引続き、資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等
の短期金融資産への投資により、安定的な運用を行なってまいります。

■売買および取引の状況
公　 社　 債

（₂₀₁₃年₁₂月₁₀日から₂₀₁₄年₁₂月 ₉ 日まで）
買 付 額 売 付 額

国 

内

千円 千円

国 債 証 券 ₂₁, ₃₆₈, ₅₄₀ ― 
（ ₁₉, ₉₂₀, ₀₀₀） 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 ₂ ）（　）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注 ₃ ）単位未満は切捨て。

■ 1万口当りの費用の明細
項 目 当　　　期

売買委託手数料 ―円

有価証券取引税 ―

その他費用 ―
合　　　　　　　計 ―

（注） 費用の項目および算出法については前掲の「 ₁ 万口当りの費用の明細」の項
目の概要をご参照ください。
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■投資信託財産の構成
₂₀₁₄年₁₂月 ₉ 日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
公    社    債 ₆, ₃₃₉, ₉₁₂ ₅₃. ₃ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等、 そ の 他 ₅, ₅₆₅, ₇₂₁ ₄₆. ₇ 

投 資 信 託 財 産 総 額 ₁₁, ₉₀₅, ₆₃₄ ₁₀₀. ₀ 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
₂₀₁₄年₁₂月 ₉ 日現在

項 目 当 期 末
（Ａ）資 産 11, 90₅, ₆34, 22₅円

コ ー ル  ・ ロ ー ン 等 ₅, ₅₆₅, ₇₂₁, ₈₂₉  
公 社 債（評価額） ₆, ₃₃₉, ₉₁₂, ₃₉₆  

（Ｂ）負 債 ―  
（Ｃ）純 資 産 総 額（Ａ－Ｂ） 11, 90₅, ₆34, 22₅  

元 本 ₁₁, ₈₈₄, ₉₉₃, ₄₆₃  
次 期 繰 越 損 益 金 ₂₀, ₆₄₀, ₇₆₂  

（Ｄ）受益権総口数 11, ₈₈4, 993, 4₆3口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 10, 01₇円

＊ 期首における元本額は₇, ₅₅₅, ₇₉₈, ₉₄₂円、当期中における追加設定元本額は
₇, ₂₇₀, ₆₆₅, ₀₄₄円、同解約元本額は₂, ₉₄₁, ₄₇₀, ₅₂₃円です。

＊ 当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額は、ダイ
ワ・グローバル高利回りＣＢファンドⅡ　為替ヘッジあり₄, ₉₉₈, ₄₉₅円、ダイ
ワ・グローバル高利回りＣＢファンドⅡ　為替ヘッジなし₂, ₄₉₉, ₂₄₇円、ダイ
ワ・グローバル・ハイブリッド証券ファンドⅡ（為替ヘッジあり）₉₉₉円、ダイ
ワ／ＮＢ・米国債券戦略ファンド　為替ヘッジあり（年 ₁ 回決算型）₄, ₉₉₅円、
ダイワ／ＮＢ・米国債券戦略ファンド　為替ヘッジなし（年 ₁ 回決算型）₄, ₉₉₅
円、世界ハイブリッド証券ファンド₂₀₁₄－₀₄（為替ヘッジあり／限定追加型）
₉₉₉円、世界ハイブリッド証券ファンド₂₀₁₄－₀₇（為替ヘッジあり／限定追加型）
₉₉₉円、世界ハイブリッド証券ファンド₂₀₁₄－₁₀（為替ヘッジあり／限定追加型）
₉₉₉円、ダイワ・オーストラリア高配当株ファンド・マネー・ポートフォリオ
₄₈, ₄₉₂, ₁₄₅円、ダイワ・スイス高配当株ツインα（毎月分配型）₂, ₉₉₆, ₁₀₆円、
ダイワ／ＮＢ・米国債券戦略ファンド　為替ヘッジあり（毎月分配型）
₂₉, ₉₈₈, ₀₀₅円、ダイワ／ＮＢ・米国債券戦略ファンド　為替ヘッジなし（毎月分
配型）₁, ₉₉₉, ₂₀₁円、通貨選択型ダイワ／ＮＢ・米国債券戦略ファンド　日本円
コース（毎月分配型）₁, ₀₀₂, ₁₉₅円、通貨選択型ダイワ／ＮＢ・米国債券戦略
ファンド　通貨セレクトコース（毎月分配型）₃, ₀₁₁, ₇₇₄円、ダイワ新興国ハイ
インカム・プラス　－インカムチェンジ（積立型）－ ₇, ₅₁₅, ₇₀₉円、ダイワ日本
株式インデックス・ファンド（限定追加型）－シフト₁₁－ ₄, ₆₉₄, ₅₂₆, ₁₁₄円、ダイ
ワ日本株式インデックス・ファンド（限定追加型）－シフト₁₂－ ₇, ₀₈₇, ₉₅₀, ₄₈₆
円です。

＊当期末の計算口数当りの純資産額は₁₀, ₀₁₇円です。

■主要な売買銘柄
公　 社　 債

（₂₀₁₃年₁₂月₁₀日から₂₀₁₄年₁₂月 ₉ 日まで）
当　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　付 売　　　　　　付
銘　　　　柄 金　額 銘　　　　柄 金　額

千円 千円
₄₉₆ 国庫短期証券  ₂₀₁₅/₃/₉ ₂, ₉₉₉, ₉₉₇ 
₄₈₆ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₁₂/₃ ₁, ₉₉₉, ₉₇₄ 
₄₇₆ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₁₂/₁ ₁, ₇₉₉, ₉₁₆ 
₄₉₀ 国庫短期証券  ₂₀₁₅/₂/₉ ₉₉₉, ₉₅₀ 
₄₉₂ 国庫短期証券  ₂₀₁₅/₂/₁₆ ₉₉₉, ₉₄₅ 
₄₉₃ 国庫短期証券  ₂₀₁₅/₂/₂₃ ₇₉₉, ₉₈₄ 
₄₇₃ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₁₁/₁₇ ₇₉₉, ₉₅₂ 
₄₇₅ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₁₁/₂₅ ₇₉₉, ₉₃₆ 
₄₅₄ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₈/₂₅ ₇₉₉, ₉₂₂ 
₄₃₄ 国庫短期証券  ₂₀₁₄/₆/₂ ₇₉₉, ₉₂₀ 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 ₂ ）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
（1）国内（邦貨建）公社債（種類別）

作成期 当　　　　　　　　　期　　　　　　　　　末

区　分 額面金額 評価額 組入比率
うちＢＢ
格 以 下
組入比率

残存期間別組入比率
₅ 年以上 ₂ 年以上 ₂ 年未満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％
国債証券 ₆, ₃₄₀, ₀₀₀ ₆, ₃₃₉, ₉₁₂ ₅₃. ₃ ― ― ― ₅₃. ₃ 
（注 ₁ ）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注 ₂ ）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。

（2）国内（邦貨建）公社債（銘柄別）
当　　　　　　　　　期　　　　　　　　　末

区　分 銘　　柄 年利率 額面金額 評価額 償還年月日
％ 千円 千円

国債証券 ₄₇₉ 国庫短期証券 ― ₃₄₀, ₀₀₀ ₃₃₉, ₉₉₉ ₂₀₁₄/₁₂/₁₅ 
₄₈₁ 国庫短期証券 ― ₂₀₀, ₀₀₀ ₁₉₉, ₉₉₉ ₂₀₁₄/₁₂/₂₂ 
₄₉₀ 国庫短期証券 ― ₁, ₀₀₀, ₀₀₀ ₉₉₉, ₉₆₅ ₂₀₁₅/₀₂/₀₉ 
₄₉₂ 国庫短期証券 ― ₁, ₀₀₀, ₀₀₀ ₉₉₉, ₉₆₁ ₂₀₁₅/₀₂/₁₆ 
₄₉₃ 国庫短期証券 ― ₈₀₀, ₀₀₀ ₇₉₉, ₉₈₈ ₂₀₁₅/₀₂/₂₃ 
₄₉₆ 国庫短期証券 ― ₃, ₀₀₀, ₀₀₀ ₂, ₉₉₉, ₉₉₇ ₂₀₁₅/₀₃/₀₉ 

合計 銘柄数 ₆銘柄 
金 額 ₆, ₃₄₀, ₀₀₀ ₆, ₃₃₉, ₉₁₂ 

（注）単位未満は切捨て。
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■当期中の基準価額の推移

年　 月　 日
基 　準 　価 　額 公 社 債

組入比率騰 落 率
円 ％ ％

（期首）₂₀₁₃年₁₂月 ₉ 日 ₁₀, ₀₁₃ ― ₆₄. ₆
₁₂月末 ₁₀, ₀₁₃ ₀. ₀ ₆₆. ₄

₂₀₁₄年 ₁ 月末 ₁₀, ₀₁₄ ₀. ₀ ₇₆. ₅
₂ 月末 ₁₀, ₀₁₄ ₀. ₀ ₇₇. ₇
₃ 月末 ₁₀, ₀₁₅ ₀. ₀ ₇₀. ₆
₄ 月末 ₁₀, ₀₁₅ ₀. ₀ ₇₂. ₅
₅ 月末 ₁₀, ₀₁₅ ₀. ₀ ₇₇. ₂
₆ 月末 ₁₀, ₀₁₆ ₀. ₀ ₆₆. ₁
₇ 月末 ₁₀, ₀₁₆ ₀. ₀ ₇₆. ₄
₈ 月末 ₁₀, ₀₁₇ ₀. ₀ ₈₀. ₂
₉ 月末 ₁₀, ₀₁₇ ₀. ₀ ₆₆. ₃
₁₀月末 ₁₀, ₀₁₇ ₀. ₀ ₆₆. ₆
₁₁月末 ₁₀, ₀₁₇ ₀. ₀ ₈₅. ₂

（期末）₂₀₁₄年₁₂月 ₉ 日 ₁₀, ₀₁₇ ₀. ₀ ₅₃. ₃
（注 ₁ ）騰落率は期首比。
（注 ₂ ） 公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除き

ます。
（注 ₃ ） 当ファンドは、安定した収益の確保をめざして安定運用を行なっており、ベ

ンチマークおよび参考指数はありません。

10, 020

10, 015

10, 010

10, 005

10, 000

（円）

期　首
（2013. 12. 9）

期　末
（2014. 12. 9）

基準価額

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】

期首：₁₀, ₀₁₃円　期末：₁₀, ₀₁₇円　騰落率：₀. ₀％
【基準価額の主な変動要因】

利息収入により、基準価額は値上がりしました。
◆投資環境について

期を通じて、日銀は金融市場調節の操作目標をマネタリーベースと
する量的・質的金融緩和政策を維持しました。また、₂₀₁₄年₁₀月末に
は追加金融緩和を実施し、長期国債を中心とする資産買い入れを一層
拡大しました。このような日銀の金融政策を背景に、短期金融市場で
はおおむね低位での金利水準が続き、無担保コール翌日物金利は
₀. ₀₆％台を中心に推移しました。国庫短期証券（ ₃ カ月物）の利回り
は₀. ₀₆％程度で始まりましたが、日銀の買い入れによる需給ひっ迫等
を背景に、△₀. ₀₁％程度まで低下して期末を迎えました。
◆前期における「今後の運用方針」

資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等の短
期金融資産への投資により、安定的な運用を行なってまいります。
◆ポートフォリオについて

短期の国債およびコール・ローン等の短期金融資産による安定運用
を行ないました。
◆ベンチマークとの差異について

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークや参考
指数を設けておりません。

《今後の運用方針》
　引続き、資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等
の短期金融資産への投資により、安定的な運用を行なってまいります。

■売買および取引の状況
公　 社　 債

（₂₀₁₃年₁₂月₁₀日から₂₀₁₄年₁₂月 ₉ 日まで）
買 付 額 売 付 額

国 

内

千円 千円

国 債 証 券 ₂₁, ₃₆₈, ₅₄₀ ― 
（ ₁₉, ₉₂₀, ₀₀₀） 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 ₂ ）（　）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注 ₃ ）単位未満は切捨て。

■ 1万口当りの費用の明細
項 目 当　　　期

売買委託手数料 ―円

有価証券取引税 ―

その他費用 ―
合　　　　　　　計 ―

（注） 費用の項目および算出法については前掲の「 ₁ 万口当りの費用の明細」の項
目の概要をご参照ください。
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ダイワ・マネーアセット・マザーファンドダイワ・マネーアセット・マザーファンド

《お知らせ》
●書面決議手続きの改正について

　重大な約款変更や繰上償還の際に行なう書面決議について、2014年12月 1 日施行の法改正により以下の点が変更されたことに
伴い、信託約款の該当箇所の変更を行ないました。
・ 書面決議の可決要件が、「受益者の半数以上の賛成かつ受益者の保有する議決権の 3 分の 2 以上の賛成を得ること」から「受益

者の保有する議決権の 3 分の 2 以上の賛成を得ること」に変更されました。
・ 投資信託の併合を行なう際、すべての場合で書面決議が必要とされてきましたが、その併合が受益者の利益に及ぼす影響が軽

微なものであるときは、当該併合に関する書面決議が不要となりました。
・ 書面決議に反対した受益者による受益権買取請求の規定について、一部解約請求に応じる投資信託（当ファンドは該当します。）

には適用されなくなりました。

■損益の状況
当期　自₂₀₁₃年₁₂月₁₀日　至₂₀₁₄年₁₂月 ₉ 日

項 目 当 期
（Ａ）配 当 等 収 益 2, ₈₈0, 333円

受 取 利 息 ₂, ₈₈₀, ₃₃₃  
（Ｂ）有価証券売買損益 1, 3₅3  

売 買 益 ₁, ₃₅₃  
（Ｃ）当 期 損 益 金（Ａ＋Ｂ） 2, ₈₈1, ₆₈₆  
（Ｄ）前期繰越損益金 9, 949, ₅9₇  
（Ｅ）解 約 差 損 益 金 △  4, ₅29, 4₇₇  
（Ｆ）追加信託差損益金 12, 33₈, 9₅₆  
（Ｇ）合 計（Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 20, ₆40, ₇₆2  

次期繰越損益金（Ｇ） 20, ₆40, ₇₆2  
（注 ₁ ） 解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注 ₂ ） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
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